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研 究 所 彙 報
1975.12^-1976.11
学会および研究会報告 〔日本フランス語 フランス学会中部支部大会〕
「再構について」
〔表現学会〕1976年5月22日
「語順 と意味」
(和様書作家研究会〕1976年5月30日
「平安時代の仮名古筆」
〔同朋大学第2部 会〕1976年8月22日
「乎波里三十六歌仙について」
〔都市気候研究会〕1976年ll月7日
「豊橋市の都市化 と熱環境の変化」
〔日本民俗学会 ・人類学会連合大会〕
1976年11月13日
「秩父山地の狼について」
〔曹洞宗教化学研究大会 ・宗学研究大会〕
1976年11月20・21日
「宗学を教化学に傾斜せ しむることの論評」
1976年5月8日
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現 地 調 査 〔都市化による気候環境の変化について〕
山下所員は1975年11月～1976年9月にかけて,立 教大学西沢利栄教
授,岐 阜大学関根清助教授,水 温調査研究員庄田正宏氏らとともに札
幌 ・東京 ・大垣において調査を行ない,そ の成果は地理学会春季大会
に発表の予定でいる。
〔ヒー トアイラン ドと都市の熱収支〕
山下所員は1975年12月～1976年11月にかけて,宮 沢所員および地理
学専攻生とともに豊橋市において調査を行ない,一 部を紀要に掲載,
その後地理学会春季大会にも発表の予定でいる。
〔真珠恐慌後の志摩漁村の変動について〕
後藤所員は1975年12月20日～25日の間,名 古屋大学中田実教授およ
び奈良女子大学学生16名とともに,三 重県志摩郡志摩町御座において
調査を行ない,現在その資料を整理中であ り,1964年調査 と対比して
変動の実態を分析する予定でいる。
〔水源地整備関連調査〕
千葉所員は1975年12月～1976年4月のうち約2週 間,筑 波大学学生
1
2小野寺淳氏 とともに群馬 ・栃木利根川水源地域において調査を行な
い,水源酒養のための拡大造林意欲の減退原因を究明した。
〔『万葉集』巻十4341に見える 「多知波奈能美衰利の佐刀」の所在につ
いて再調査〕
夏目所員は1976年2月29日,静岡県清水市立花において再調査を行
なった。
〔可睡斎僧録文書の調査と修復〕
歌川所員を主任に して,鈴 木泰山 ・坂井両所員は本学村長利根朗教
授,古 瀬吉秀講師,河合正樹豊橋市史幹事,愛知学院大学鈴木鋭彦教授
同鈴木哲雄助教授,本 学史学科OB,同 学生約10名とともに1976年3
月1日 ～3日,静 岡県袋井市 可睡斎に おいて僧録文書の調査と修復
を行なった(本年で7回 目)。
〔不圧地下水の分布 と変動〕
宮沢所員は1976年3月,地理学専攻生とともに豊橋市において不圧
地下水の分布 と変動の調査を行ない,現 在も継続観測中であ り,その
成果は紀要23輯に発表の予定である。
〔トカラ列島の自然 と人文〕
山下所員は1976年7月14日～23日の間,鹿児島大学斉藤毅教授,同
塚田公彦助教授 らとともに トカラ列島において調査を行ない,そ の成
果は鹿児島地理学会誌に発表の予定でいる。
〔新潟県朝日村民俗調査〕
千葉所員は1676年8月12日～14日の期間,筑波大学学生山申豊 ・牧
雅子両氏 とともに新潟県岩船郡朝 日村において民俗調査を行ない,狩
猟習俗,山 の神の信仰形態を明らかにし得た。
〔八幡平火山麓の治山基礎調査〕
千葉所員は1976年8月17日～23日の期間,筑波大学学生中川正氏 と
ともに,岩手県八幡平山麓において調査を行ない,冶 山基礎が地形 ・
地質上温泉水による風化が重要な作用を果たしていることを確認 し得
た。
〔壱岐島地名調査〕
千葉所員は1976年8月24日～29日にかけて,筑 波大学学生蛸島直氏
とともに,福岡県壱岐島西部において調査を行ない,プ レとい う集落
単位の性格を明 らかにした。
〔堀川学派の地方伝播〕
近藤所員は1976年9月25・26日,豊橋市史編集事務局員2名 ととも
に,愛知県南設楽郡鳳来町大野において調査を行ない,伊藤東涯関係
史料の採集を行なった。
〔山間地茶業再開発について〕
松下所員は1676年9・10月の間,静 岡県磐田郡水窪町 において水
窪茶の発展史の概略 とその条件の把握を行なった。
〔二宮仕法地の農村実態調査〕
千葉所員は1976年9月か らll月にかけて約10日間,筑 波大学学生小
野寺淳氏とともに,栃木 ・茨城両県境界地方において調査を行ない,
二宮尊徳の事業が扇状地形で効果をあげ,前 代官の基礎をっいだこと
,入百姓の意義が大きいが,現 在も差別のあることなどを知 り,引き
続 き調査中である。
〔『乎波里三十六歌仙』の撰者諦霊の伝記資料調査〕
夏目所員は1976年10月2日,同朋大学国文科学生5名 とともに津島
市本住寺において調査を行ない,香 川景樹 とその門流の詠草を発見し
た。
〔河岸段丘の分布 と対比調査〕
宮沢 ・山下両所員は京都教育大学水山高幸教授および本学地理学専
攻生 らとともに,1976年ll月20日～23日の期間,静 岡県大井川におい
て調査を行なった。
著 書 ・論 文 〔交野正芳所員〕
「自然村理論をめぐる問題(→」 『愛知大学文学論叢』第56・57輯合
併号,1976年11月15日
〔久曽神所員〕
『後奈良天皇良翰 短冊覚書』未刊国文資料刊行会,1976年5月
『後西天皇良翰色紙帖の研究』未刊国文資料刊行会,1976年5月
『平安時代仮名書状の研究』(増 補版)風 間書房,1976年5月
『物語和歌総覧(索 引編)』 共著,風 間書房,1976年10月
「伝八条院仮名書状」 『かな研究』62号,1976年1月
「後西天皇廣翰色紙」 『かな研究』64号,1976年7月
「舎利報恩会和歌懐紙」 『かな研究』65号,1976年10月
「古筆類の基本整理」 『愛知大学文学論叢』第56・57輯合併号,
1976年ll月15日
〔近藤所員〕
『小栗風葉書誌』(風葉没後50周年記念出版)豊 橋文化協会,1975
年12月10日
〔鈴木泰山所員〕
「可睡斎外史(25)～(28)」『道元』可睡斎,1975年12月,1976
年4月,5月,8月,10月,
〔鈴木中正所員〕
「北京政変の史的断面」 『読売新聞』1976年10月22日朝刊
「漢代宗教反乱にみられる千年王国信仰の側面」 『愛知大学文学論
叢』第56・57輯合併号,1976年ll月15日
〔千葉徳爾所員〕
『地域 と伝承』(改 訂版)大 明堂,1976年9月
「女房と山の神一わが妻を山の神と崇める由来一」 『季刊人類学』
3
6-4,1975年12月
「飛騨川下流域における山の神の祭祀」飯田真理子共著,『 日本民
俗学』103号,1976年1月
「『尾州図上』に見える稲の品種と農民食料について」 『愛知大学
綜合郷土研究所紀要』21輯,1976年3月
「民俗環境の変化1」 『筑波の環境研究』1,1976年3月20日
「山村の生態」 『日本民俗学講座』1,1976年6月
「民俗と地域研究」 『日本民俗学講座』5,1976年10月
「狩猟からみた 日本民俗の起源」 『歴史公論』12号,1976年ll月
〔夏 目所員〕
『萬葉集の歴史地理的研究』京都 ・法蔵館,1976年12月15日
〔堀井令以知所員〕
「行為者名詞の機能」『和田教授古稀記念論文集」,1976年1月29日
「単純過去の命運」 『アカデミア文学 ・語学編』23輯,1976年2月
16日
「京焼職人語の研究」 『愛知大学綜合郷土研究所紀要」21輯,1976
年3月20日
「虚辞否定について」 『表現学論考』,1976年5月
「語順と意味」 『表現研究』24号,1976年9月30日
〔宮沢哲男所員〕
「豪雨直後の地下水位急上昇について」 『愛知大学文学論叢』第56
・57輯合併号,1976年lI月15日
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